
毎年夏になると、カナダの大平原地帯は見渡す限りカノーラの黄色い花の
カーペットに覆われます。カナダの植物学者が1960年代に開発したこの
作物は、1970年代にはカナダの肥沃な土地で盛んに栽培されるようにな
っていました。今日、カノーラはカナダで最も価値が高い農産物のひとつ
です。カナダ産カノーラの主な産地は、冷涼な気候と肥沃な土壌が理想的
な栽培条件となっている大平原地帯ですが、カノーラはカナダ全国で栽培
されており、その収穫は膨大な量に上ります。今日、カナダのカノーラ栽
培生産者は、記録的な量のカノーラを生産して、拡大を続ける需要に対応
しています。

カナダ産カノーラ製品には、世界中で高い需要があります。それは、近代
的技術と厳密な基準によって、あらゆる地域のバイヤーの期待水準に適
合することが保証されているからです。カナダ産カノーラ油とミールの最
大の輸入国は米国で、カナダ産カノーラの種子の最大の輸入国である日本
では、それを原料に搾油が行なわれています。メキシコと中国もカナダ産
カノーラ種子の大規模輸入国である一方、カノーラ・ミールはインドネシ
ア、韓国、環太平洋諸国向けにも出荷されています。

体に良く栄養豊富

カノーラ油は非常に体に良いため、多くの消費者が選ぶ食用油となってい
ます。カノーラ油は調理油の中で飽和脂肪酸が最も少なく（オリーブ油の
半分）、トランス脂肪酸やコレステロールは全く含みません。実際、飽和
脂肪の代わりにカノーラ油を使用することは心臓の健康維持に効果がある
可能性を示す研究結果が報告されています。

キャノーラオイルには他の利点もあります。食感が軽く強い味がないた
め、サラダドレッシングやディップ、マリネードなどに使うと他の素材が
引き立てられます。また、ベーキングに使えばやわらかくしっとりとした
ケーキやパンができ、発煙点が高いために揚げ物や炒め物にも最適です。
カノーラオイルはあらゆる調理法と料理の種類に適しているのです。

カナダのカノーラ
大平原の黄金 



キッチンを越えて

カノーラオイルはキッチンで大活躍していますが、その用途は調理以外の分野でも広範で、化
粧品、印刷用インク、日焼け用オイル、油脂加工繊維、潤滑剤などに使われています。カノー
ラオイルはまた、ディーゼルに代わる、再生可能でクリーンな燃焼の生物分解性燃料、バイオ
ディーゼルの原料としても利用されています。一方、搾油後に残る栄養価の高いミールは、高
たんぱくの家畜飼料となります。

品質と安定性

最高品質のカノーラを確実にバイヤーに届けるためにカナダが基盤としているのは、ほぼ1世
紀にわたる事業実績を誇り世界的に知られるカナダ政府機関、カナダ穀物委員会（CGC）で
す。CGCはカナダのすべての油糧種子作物の格付け規格を設定し、それら規格が毎年の収穫
に厳格に適用されるよう確実にしています。また、カノーラの個々の等級は、CGCの穀物研
究所が分析し、顧客が望む加工品質を備えていることを確認しています。さらに、カナダ産の
カノーラを原料とするすべての製品の安全性を確保するためには、カナダ食品検査庁が綿密な
監視を行なっています。これらの取り組みの結果として、優れた品質の製品が安定して生産・
供給され、顧客は常に安心してカナダ産カノーラ製品を購入することができるのです。

際立つカナダの味をお試しください

最高水準の規格によって栽培・収穫・加工されたカナダのカノーラは、品質・栄養ともに最高
です。カナダのカノーラ産業について、詳しくは下記ホームページをご覧ください。

政府機関ホームページ
• 農産食品貿易サービス
 www.ats-sea.agr.gc.ca 

• 油糧種子産業ディレクトリ 

 www.ats-sea.agr.gc.ca/pro/4218-eng.htm 

• カナダ食品検査庁 
 www.inspection.gc.ca 

業界ホームページ
• カノーラ協会 
  www.canolacouncil.org 

• カノーラインフォ 
 www.canolainfo.org 

• カナダ穀物委員会 

 www.canadagrainscouncil.ca 

• カナダ国際穀物研究所 

 www.cigi.ca
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